
2024年度　連盟主催大会運営規程

大会名 対象試合
対戦
回数

採用時
間

採用時間ま
で残時間10
分以上有る
時の延長戦

特別延
長

同点の場合

全国大会予選 全日本学童・全国スポ少
全試合二
回

会長杯・近学・秋学（佐川）

4年生 五回 ７０分

新元号 六回 ９０分

学童二部・新チーム 六回 ７５分 抽選または引分

準々決勝戦まで ９０分

準決・決勝戦 100分

準決勝戦まで 無

決勝戦 二回

準決勝戦まで 三回 抽選

決勝戦

高松宮杯１部・２部 準決勝戦まで 七回 100分 三回 抽選

決勝戦 九回 120分

準決勝戦まで 100分 無 抽選

決勝戦 120分

準々決勝戦まで 七回 100分

準決・決勝戦 九回 120分

西日本選手権開催地代表
決定戦

全試合 七回 100分 無 三回 抽選

準決勝戦まで 七回 100分 無

決勝戦 九回 120分 二回

準決勝戦まで ９０分 無

決勝戦 100分 二回

準決勝戦まで ７５分 抽選

決勝戦 ９０分 両チーム優勝

採用時間になれば対戦回数を満たしていなくても試合は成立。その回終了時点で得点の多いチームが勝ち
その時点で同点の場合は　規定により　 タイブレーク方式を適用の大会は　特別延長戦を行う。

タイブレーク方式を適用しない大会は　抽選で勝敗を決する。
コールドゲーム 五回戦を除く全試合（決勝戦を含む）

九回戦 五回以降十点差、七回以降七点差

七・六回戦 五回以降七点差

五回戦 適用しない
全試合；指名打者制度を採用（投手のみ）・・・・競技者必携参照
投手の投球制限を採用 少年・学童大会
※学童
大会中の1日の投球数を・・・・７０球以内。4年生以下は、60球以内。
※少年
大会中の1日の投球数を・・・・１００球以内。１週間の投球数は、合計３５０球以内。
学童また少年の試合中に、制限数を超えても、その時の打者には打撃が完了するまで投球することはできる。
準決・決勝のように、2試合を同一日に実施する場合、第1試合に登板した投手は、2試合目は、総投球数が
制限数を超えない範囲で登板できる。２試合目に出場していなくても、2試合目が特別延長戦になった場合、
総投球数が制限数を超えない範囲で投げることはできる。学童２部・新人戦・4年生大会も同じ。
学童三大会特別規則 （4年生（佐藤）・学童二部・新チーム）

1インニングに5点入れば、その時点で攻撃を終える。

12秒・20秒ルールの適用・・・・競技者必携参照

R6・3・20現在

学
童
部

全試合

六回 ９０分

無
抽選近畿・中・西日

本予選
決勝は二
回

県大会 無

少
年
部

全国大会予選
全日本少年夏・秋少年（全
日本少年春）

七回 無

二回

抽選
近畿・中日本
予選

近幾少年・中部少年 ９０分

成
年
部

全国大会予選

天皇杯・ 九回 120分 有
無制限

有
無制限

日本マスターズ・全日本シ
ニア

七回 無
無制限

西・中日本予
選

西日本選手権・中日都市・
西日本１部（春Ｂ）・西日本２
部（春Ｃ）・

無 三回 抽選

試合の成立

七回 無 抽選

県民スポーツ 七回 無 無

近畿大会予選

春季Ａ級 無 抽選

秋季（Ｂ級・Ｃ級）・都市（１
部・２部）


